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人
と
初
期
の
部
と
王
権

は
じ
め
に

か
つ
て
ウ
ヂ
の
名
の
末
尾
に

「人
」
を
付
す
い
わ
ゆ
る
人
姓
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
。
直
木
孝
次
郎
氏
は
こ
の
人
姓
を

第

一
類

（職
業
と
関
係
あ
る
も
の
）
二
〇
氏

県
主
人
、
江
人
、
大
田
人
、
川
人
、
国
造
人
、
＊
倉
人
、
＊
酒
人
、
＊
宍
人
、

島
人
、
園
人
、
柚
人
、
＊
手
人
、
寺
人
、
＊
舎
人
、
丹
人
、
服
人
、
氷
人
、
三
宅

人
、
＊
神
人
、
湯
人

第
二
類

（氏
族
ま
た
は
種
族
名
と
関
係
あ
る
も
の
）

一
三
氏

ａ
　
領
有
氏
族
系
　
粟
人
、
生
江
人
、
凡
人
、
丹
生
人

ｂ
　
国
内
異
族
系
　
＊
肥
人
、
＊
隼
人

ｃ
　
帰
化
氏
族
系
　
＊
漢
人
、
韓
人

（辛
人
）
、
高
麗
人

（狛
人
）
、
新
羅
人
、

唐
人
、
秦
人
、
御
間
名
人
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中

田

皿
（

第
三
類

（意
味
不
明
の
も
の
）

一
氏

阿
漏
人

（
＊
が
付
い
て
い
る
も
の
は
、
複
姓
と
な

っ
て
い
る
も
の
を
示
す
）

と
整
理
し
、
主
な
人
姓
と
し
て
第

一
類
の
倉
人
、
舎
人
、
酒
人
、
宍
人
を
あ
げ
、

そ
の
特
徴
か
ら
Ａ
類
、
Ｂ
類
、
Ｃ
類
に
分
け
、
Ａ
類
を
六
世
紀
前
半
、
Ｂ
類
を
六

世
紀
中
葉
、
Ｃ
類
を
六
世
紀
後
半
を
中
心
と
し
て
成
立
し
た
と
と
ら
え
る
と
と
も

に
、
人
姓
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
た
大
化
前
代
の
官
制
を
人
制
と
定
義
し
た
。

し
か
し
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
に

「杖
刀
人
」
、
熊
本
県
江
田
船
山
古

墳
出
土
の
鉄
刀
に

「典
曹
人
」
と
あ
り
、
い
ず
れ
も

「獲
加
多
支
歯
大
王
」
＝
ワ

カ
タ
ケ
ル
大
王
＝
雄
略
天
皇
と
関
連
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄

剣
が

「辛
亥
年
」
＝
四
七

一
年
の
年
紀
を
も
つ
こ
と
は
、
人
制
が
五
世
紀
後
半
に

は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
人
制
に
つ
い
て
吉
村
武
彦
氏
は
、
人
制
が
漢
文
表
記
に
も
と
づ
く
の
に
対

土
口
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し
て
、
部
民
制
下
の
職
業
部
や
名
代

。
子
代
が
和
文
表
記
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
人
制
の
起
原
を
中
国
に
求
め
、
そ
れ
が
後
に
百
済
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
た

部
民
制

へ
転
換
し
た
と
み
て
い
る
。

し
か
し
表
１
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は

「人
」
を
も
含
め
て

「部
」
に

関
連
す
る
も
の
が
ど
の
よ
う
な
形
で

『日
本
書
紀
』
（以
下
、
単
に

『書
紀
』
と

す
る
）
に
登
場
す
る
か
を
、
応
神
朝
か
ら
雄
略
朝
ま
で
に
限

つ
て
拾

っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
雄
略
朝
ま
で
の
段
階
に

「人
」
と
と
も
に

「部
」
が
登
場
す
る
の
で
あ

る
。
『釈
日
本
紀
』
巻
第
十
六
、
秘
訓

一
に
は

「鏡
造
部
」
に
つ
い
て
、
忌
部
や

物
部
と
は
異
な
り

「不
レ
読
二
部
字

」
と
み
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「部
」
が
読
ま

れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「部
」
を
付
さ
れ
た
も
の
が
散
見

さ
れ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

こ
の
点
、
鎌
田
元

一
氏
は
、
記
紀
を
除
い
て

「部
」
が
登
場
す
る
最
初
の
例
が

六
世
紀
の
島
根
県
岡
田
山

一
号
墳
出
土
の
鉄
地
銀
象
嵌

「額
田
部
臣
」
銘
大
刀
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
六
世
紀
以
降
に
入
制
か
ら
部
民
制

へ
と
変
化
し
た
と
み
て
、

五
世
紀
代
の

「部
」
を
認
め
て
い
な

い
。
し
か
し
は
た
し
て
表
１
に
み
え
る

「部
」
は
全
く
信
が
お
け
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
こ
の

「人
」
と
部
民
制
以
前
の

「部
」
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
、
ま

た
王
権
と
い
か
に
関
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

表
１

応
神
朝
か
ら
雄
略
朝
に
か
け
て
の

「人
」
と

「部
」
の
関
係
史
料

応
神
　
五
年
　
八
月

七
年
　
九
月

一
四
年
　
一
一月

仁
徳
　
七
年
　
八
月

一
二
年
　
八
月

一
三
年
　
九
月

一
六
年
　
七
月

四
三
年
　
九
月

履
中
　
四
年
　
八
月

五
年
　
九
月

五
年

一
〇
月

六
年
　
正
月

允
恭
　
一
一年
　
一
一月

七
年

一
二
月

一
一
年
　
一二
月

四
二
年
　
正
月

四
二
年

一
一
月

雄
略
前
紀
安
康
三
年

八
月

雄
略
　
一
一年

一
〇
月

二
年

一
〇
月

是
月

諸
国
に
令
し
て
海
人
及
び
山
部
を
定
め
る

高
麗
人

・
百
済
人

・
任
那
人

・
新
羅
人

の
来
朝
。
韓

人
が
池
の
築
造

百
済
王
、
縫
衣
工
女
を
貢
ぐ

壬
生
部
、
葛
城
部

盾
人
宿
祢

茨
田
屯
倉
に
春
米
部

舎
人
依
網
屯
倉

の
阿
弼
古
、
異
鳥
を
献
上
、
鷹
甘
部
を
定

め
る
諸
国
に
国
史

河
内
飼
部

車
持
部
、
充
神
者

蔵
職
を
置
き
、
蔵
部
を
定
め
る

皇
后
た
め
に
刑
部
を
定
め
る

舎
人
諸
国
の
国
造
等
に
命
じ
衣
通
郎
女

の
た
め
に
藤
原
部

を
定
め
る

新
羅
が
楽
人
等
を
貢
上

倭
飼
部

大
舎
人
、
舎
人

虞
人
に
命
じ
て
狩
猟
、
御
者
大
津
馬
飼
、
膳
夫
、

人
部
の
設
置
、
厨
人

史
戸

・
河
上
舎
人
部
の
設
置
、
史
部

人と初期の部と王権
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三
年
四
年
七
年

八
年
　
一
一月

九
年
　
五
月

〇
年
　
九
月

〇
年

一
〇
月

一
年
　
五
月

一
年

一
〇
月

三
年
四
年
四
年
四
年

一
六
年

一
〇
月

一
七
年
　
一二
月

一
人
年
　
八
月

一
九
年
　
一二
月

是 八 四
歳 月 月
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四 四 四 九
月 月 月 月

注
１
　
記
事
を
単
位
と
し
た
た
め
、
同
年
同
月
の
こ
と
で
も
異
な
る
記
事
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
さ
せ
て
い
る
。

湯
人
虞
人
に
命
じ
て
狩
猟

新
漢
陶
部
高
貴
等
を
上
桃
原
な
ど
に
安
置
　
士
口
備
臣

弟
君
、
百
済
よ
り
還
り
て
、
漢
手
人
部

・
衣
縫
部

・

宍
人
部
を
献
上

新
羅
人
を
典
馬
と
す
る

新
羅
で
小
鹿
火
宿
祢

の
掌
る
兵
馬

・
船
官
及
び
諸

々

の
小
官
、
韓
子
宿
祢
の
掌
る
官
、
家
人
部

筑
紫
水
間
君
が
贖
罪
の
た
め
養
鳥
人
を
献
上

筑
紫
水
間
君
献
上
の
養
鳥
人
を
軽
村
な
ど
に
安
置

川
瀬
舎
人

鳥
官

の
禽
が
狗
に
喰
わ
れ
る
、
鳥
官
を
鳥
養
部
と
す

る木
工
葦
那
部

漢
衣
縫
部
の
設
置

舎
人
有
司
に
命
じ
て
根
使
主
の
子
孫
の
半
分
を
大
草
香
部

民
と
し
て
皇
后
に
封
し
、
半
分
を
茅
淳
県
主
に
賜

い

て
負
襄
者
と
す
る

漢
部
土
師
連
の
祖
吾
笥

の
進
め
た
民
部
を
贄
土
師
部
と
す

る菟
代
宿
祢

の
所
有
て
る
猪
名

（使
）
部
を
奪

い
物
部

目
連
に
賜
う

穴
穂
部
の
設
置

２
　
単
に
○
○
部
な
ど
と
あ
る
の
は
、
一肩
書
き
と
し
て
の
登
場
、
な

い
し
は
そ
れ
に

準
じ
た
も
の
で
あ
り
、
人
名
の

一
部
と
し
て
の
部
は
さ
か
の
ぼ

っ
て
記
さ
れ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
除

い
た
。
な
お
、
人
制

・
部
制
以
外

の
組
織

で

あ

っ
て
も
参
考
ま
で
に
収
め
た
。
ま
た
、
雄
略

一
二
年

一
〇
月
条

に

「
一
本

云
」
と
し
て

「猪
名
部
」
が
見
え
る
が
、
「誤
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
の
で
省
い

た
。

一

「人
」
の
伝
来

ま
ず

「人
」
を
付
し
た
制
度
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
か

と
言
う
問
題
か
ら
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
吉
村
武
彦
氏
は
中
国
に
そ
の
起
源

を
求
め
て
い
る
が
、
『周
礼
』
は

「
天
官
家
宰
」
と
し
て
庖
人
、
享
人
、
敗
人
、

獣
人
、
鼈
人
、
賠
人
、
酒
人
、
漿
人
、
凌
人
、
辺
人
、
醜
人
、
醸
人
、
宮
人
、
幕

人
、
閣
人
、
寺
人
を
掲
げ
、
ま
た

「地
官
司
徒
」
と
し
て
封
人
、
鼓
人
、
牧
人
、

牛
人
、
充
人
、
遺
人
、
均
人
、
調
人
、
質
人
、
遂
人
、
和
人
、
委
人
、
草
人
、
稲

人
、
述
人
、
十
人
、
角
人
、
固
人
、
場
人
、
庫
人
、
舎
人
、
倉
人
、
春
人
、
饉
人
、

彙
人
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た

『史
記
』
巻
三
十
四
、
燕
召
公
世
家
第
四
に

「啓
人

為
吏
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に

「人
猶
臣
也
。
謂
以
啓
臣
為
益
吏
。
」
と
あ
る
こ
と

が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
に
は

「人
」
に

「臣
」
の
意
味
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

降

っ
て

『晋
書
』
巻
二
十
四
、
志
第
十
四
、
職
官
に
は

「諸
公
及
開
府
位
従
公
加

兵
者
、
増
置
司
馬

一
人
、
秩
千
石
、
従
事
中
郎
二
人
、
秩
比
千
石
、
主
簿
、
記
室

督
各

一
人
、
舎
人
四
人
、
兵
鎧
、
士
曹
、
営
軍
、
刺
姦
、
帳
下
都
督
、
外
都
督
、

令
史
各

一
人
。
」
、
「諸
公
及
開
府
位
従
公
為
持
節
都
督
、
増
参
軍
為
六
人
、
長
史
、

- 42 -―[三 ]



司
馬
、
従
事
中
郎
、
主
簿
、
記
室
督
、
祭
酒
、
橡
属
、
舎
人
如
常
加
兵
公
制
。
」

と
あ
り
、
コ
ロ人
」
が

「諸
公
及
開
府
位
従
公
加
兵
者
∵

「諸
公
及
開
府
位
従
公

為
持
節
都
督
」
の
た
め
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た

『宋
書
』
巻

三
十
九
志
第
二
十
九
百
官
上

（以
下
百
官
志
上
と
す
る
）
か
ら
は
魏
元
帝
成
熙
中
、

晋
文
帝
の
時
以
来
、
コ
ロ人
」
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
同
書
巻
四
十
志
三
十
百

官
下
か
ら
も

「中
書
通
事
舎
人
四
人
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
晋
の
時
か

ら
中
書
令
の
も
と
に

「舎
人
」
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
太
子
の
た
め
に

「中
舎
人
四
人
」
、
コ
ロ人
四
人
」
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
宋
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
た

「舎
人
」
の
制
度
が
所
謂
倭
の

五
王
の
遣
使
に
と
も
な

っ
て
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
特

に
宋
か
ら
五
王
に
対
し
て
安
東
将
軍
を
は
じ
め
と
し
た
将
軍
号
が
授
与
さ
れ
て
い

る
が
、
中
国
で
は

「諸
公
及
開
府
位
従
公
為
持
節
都
督
」
な
ど
の
た
め
に

「舎

人
」
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
倭
の
五
王
が
将
軍
号
を
授
与
さ
れ
た
こ
と

に
と
も
な
い
、
こ
の

「舎
人
」
の
制
度
も
伝
来
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

実
際
、
表
１
に
見
え
る
よ
う
に
、
允
恭
朝
に
は

「舎
人
」
が
見
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
允
恭
朝
に
は

「舎
人
」
の
制
が
導
入
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
経
緯
で
あ
る
が
、
允
恭
が

「
ワ
ケ
」
を
称
す
る
こ
と
を
停
止
し
、
「大

王
」
を
称
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
、
「大
王
」
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
と

し
て

「舎
人
」
を
導
入
し
、
ま
た
そ
れ
を
周
囲
に
認
め
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
な
い

で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
宋
に
お
い
て

「舎
人
」
組
織
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
允
恭
以
前
の
讃

・
珍
も
遣
使
を
通
し
て
知

っ
て
い
た
が
、
そ
の
導
入
ま
で
に

は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
允
恭
は
乗
り
越
え
、
王
に
仕
え
る
存
在
と
し
て
の

「舎
人
」
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
こ
こ
で
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
『宋
書
』
が

「舎
人
」
以
外
の

「
人
」
に

つ
い
て
は
積
極
的
に
記
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
コ
ロ人
」

か
ら

「人
」
の
拡
大
を
説
く
こ
と
は
難
し
く
な
る
が
、
事
実
、
表
１
か
ら
は

「
人
」
が

「舎
人
」
以
外
に
直
ち
に
及
ん
だ
と
は
言
い
難
い
情
況
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
允
恭
朝
に
は

「舎
人
」
の
制
が
展
開
さ
れ
た

と
は
言

っ
て
も
、
「
人
」
が
他
の
奉
仕
者
に
ま
で
及
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「人
」
制
が
允
恭
朝
に
結
実
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
情

況
に
あ
る
の
で
あ
る
。

と
な
る
と
、
い
つ
か
ら

「人
」
が
本
格
的
に
導
入
さ
れ
た
か
が
問
題
と
な
る
が
、

注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
コ
曰紀
』
允
恭
四
二
年
正
月
条
に

新
羅
王
聞
二
天
皇
既
崩
・而
驚
愁
之
。
貢

上
調
船
八
十
艘
及
種
種
楽
人
八

十

。
・
・
泊

千
難
波
津
Ъ

則
皆
素
服
之
。
悉
捧
二
御
調
Ъ

且
張

種
楽

器
Ъ
・
・

と
、
允
恭
の
死
を
知

っ
た
新
羅
が

「楽
人
」
な
ど
を
貢
上
し
て
き
た
と
見
え
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
新
羅
と
の
交
流
は
允
恭
が
そ
れ
ま
で
の
百
済
重
視
の
外
交
を

一

時
的
に
新
羅
重
視
に
転
換
し
た
結
果
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
問
題
は
こ
の

「楽
人
」
と

「人
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
後
文
に

「楽
器
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら

し
て
、
「楽
人
」
の

「人
」
が
入
制
と
直
接
的
な
関
係
に
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し

『書
紀
』
が
欽
明

一
四
年
六
月
の
勅
に
応
じ
て
、
百
済
が
翌
年
二
月
に

「易
博
士
施
徳
王
道
良
。
暦
博
士
固
徳
王
保
孫
。
医
博
士
奈
率
王
有
悛
陀
。
採
薬

人と初期の部と王権
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師
施
徳
活
量
豊
。
固
徳
丁
有
陀
。
楽
人
施
徳
三
斤
。
季
徳
己
麻
次
。
季
徳
進
奴
。

対
徳
進
陀
。
」
を
貢
し
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
「楽
人
」
が
施
徳
、

季
徳
、
対
徳
と
い
っ
た
官
位
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

「易
博
士
」
な
ど
と
同

列
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
単
な
る
楽
器
演
奏
者
以
上
の
意
味
が
あ

り
、
官
に
お
け
る
組
織
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
先
の
新

羅
の

「楽
人
」
も
こ
れ
に
準
じ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
新
羅

や
百
済
で
は

「楽
人
」
組
織
を
設
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
「楽
人
」
が
中

国
の
史
料
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
恐
ら
く
そ
れ
は
中
国
の

「人
」
制

に
由
来
し
、
新
羅

・
百
済
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
お
い
て
発
展
的
に
組
織
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

こ
の

「楽
人
」
が
新
羅
か
ら
允
恭
の
死
に
際
し
て
貢
上
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
刺
激
さ
れ
、
「人
」
の
導
入
が
進
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
允
恭
は

「大
王
」
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
と
し
て

「舎
人
」
を

導
入
し
た
も
の
の
、
宋
に
お
い
て

「人
」
が

「舎
人
」
以
外
に
及
ん
で
い
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
拡
大
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
允
恭
の
死
に
際
し
て
新

羅
が

「楽
人
」
を
貢
上
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
新
羅
に

「人
」
制
が
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
こ
と
に
刺
激
さ
れ
、
安
康
朝
以
後
、
実
質
的
に
は
雄

略
朝
に
そ
の

「人
」
制
の
本
格
的
な
導
入
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

二

「人
」
と
王
権

こ
の

「人
」
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
王
に
対

す
る
代
表
的
な
奉
仕
の

一
つ
と
し
て
王
陵
築
造
時
に
お
け
る
協
力
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
よ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
王
に
対
す
る
奉
仕
は
労
力
の
提
供
に
限
ら
ず
、
広

範
囲
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
奉
仕
は
鎌
田
元

一
氏
に
よ
れ
ば
、

弥
生
時
代
に
遡
る
の
で
あ
り
、
そ
の
奉
仕
及
び
奉
仕
者
は
ト
モ
と
呼
ば
れ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
王
に
対
す
る
奉
仕
は

一
方
的
に
要
求
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
王
に
対
す
る
奉
仕
と
、
奉
仕
を
指
揮

・
統
率
し
た
人
物
の
地

位
の
確
認
が
相
互
互
恵
的
な
関
係
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

点
、
『書
紀
』
雄
略

一
〇
年
九
月
条
は

身
狭
村
主
青
等
将
亘
ハ所
レ献
二
鶴
・到
二於
筑
紫
」
是
鶴
為
二水
間
君
犬
所
レ

喫
死
。
由
レ
是
。
水
間
君
恐
怖
憂
愁
。
不
レ能
二
自
黙
ヽ

献
二
鴻
十
隻
与
養
鳥

人
」

圭Ｆ
以
贖
し
罪
。
天
皇
許
焉
。

と
、
筑
紫
水
間
君
が
贖
罪
の
た
め

「養
鳥
人
」
を
献
上
し
た
と
す
る
。
贖
罪
と
し

て

「
人
」
を
差
し
出
し
、
奉
仕
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
地
位
が
保
全
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
こ
こ
に

「人
」
と
し
て
の
奉
仕
と
地
位
の
確
認
が
相
互
互
恵
的
な
関

係
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
奉
仕
の
あ
り
方
を
当
面
し
て
い
る
五
世
紀
に
み
る
と
、
当
初
、
王
は
地
方

の
有
力
者
と
統
治
を
分
け
あ
い
、
彼
ら
と
と
も
に

「
ワ
ケ
」
を
称
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
王
は
そ
の

一
方
で
地
方
の
統
率
者
で
あ
る

「
ワ
ケ
」
な
ど
に
各
種
の
奉

仕
＝
ト
モ
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

「
ワ
ケ
」
に
対
す
る
奉
仕
要
求
は
、
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統
治
を
分
け
あ
う
と
言
う
こ
と
に
制
約
さ
れ
て
、
後
世
の
そ
れ
と
比
較
し
て
ゆ
る

や
か
な
も
の
で
あ
り
、
儀
礼
的
な
域
を
超
え
な
い
も
の
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の

一
方
、
「
ワ
ケ
」
が
果
た
す
奉
仕
の
種
類
は
、
そ
の
支
配
す
る
広
範
な
地
域

か
ら
の
奉
仕
で
あ

っ
た
が
た
め
に
、　
一
つ
の
種
類
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
複

数
の
分
野
に
及
ぶ
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
地
方
統
率
者
た
る

「
ワ

ケ
」
は
、
允
恭
が

「
ワ
ケ
」
を
称
さ
ず
、
「大
王
」
と
称
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
消

滅
し
て
い
く
が
、
し
か
し

「
ワ
ケ
」
を
引
き
継
い
で
地
方
統
治
を
委
ね
ら
れ
た
有

力
者
は
、
か
つ
て
の

「
ワ
ケ
」
が
果
た
し
て
き
た
奉
仕
を
引
き
継
ぎ
、
各
種
の
奉

仕
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
奉
仕
と

「人
」
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
「人
」
の
場
合
、
先
の
直
木

孝
次
郎
氏
の
第

一
類
が
内
廷
を
中
心
と
し
た
特
定
の
職
務
と
関
連
す
る
こ
と
が
注

意
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
特
定
の
職
務
に
奉
仕
す
る
者
が
選
出
さ
れ
て

「人
」
と

し
て
組
織
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
王
権
の
強
化
に
と
も
な
い
、
王
権
の
内
廷

を
中
心
と
し
た
特
定
の
職
務

へ
の
奉
仕
が
新
た
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
つ

て
王
権

へ
の
奉
仕
は

一
括
し
て
ト
モ
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
王
権
の
強

化
に
と
も
な

っ
て
内
廷
を
中
心
と
し
て
新
た
な
組
織
や
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
允
恭
朝
の

「舎
人
」
以
降
、
「人
」
と
し
て
特
別
に
組
織

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
王
権
の
強
化
は
内
廷
の
拡
大
化
を

も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、
王
権
は
そ
れ
を

「人
」
を
中
心
と
し
た
奉
仕
に
よ
っ

て
ま
か
な
お
う
と
し
、
「
ワ
ケ
」
を
引
き
継
い
で
地
方
を
統
治
し
て
い
た
有
力
者

の
地
位
確
認
と

「人
」
の
奉
仕
互
恵
的
に
交
換
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
問
題
と
な
る
の
は
、
先
の
直
木
氏
の
言
う
第
二
類

の

「
人
」
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
第
二
類
の

「
人
」
は
氏
族
名
や
国
内
異
族

・
渡

来
者
集
団
名
な
ど
と
関
係
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
従
来
か
ら
王
権
に
組
み
込
ま
れ
、

王
陵
築
造
な
ど
に
奉
仕
し
て
き
た

一
般
的
な
集
団
と
異
な
り
、
新
た
に
王
権
に
帰

属
し
、
奉
仕
を
求
め
ら
れ
た
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
新
た
な
帰

属
集
団
を
、
展
開
し
つ
つ
あ
る

「人
」
と
し
て
組
織
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
の
こ
と
を

「人
」
と
さ
れ
た
氏
族
の
動
向
か
ら
み
て
み
よ
う
。
い

ま
、
「人
」
姓
氏
族
な
ら
び
に

「人

＋
○

（カ
バ
ネ
と

姓
氏
族
を

『新
撰
姓
氏

録
』
に
拾
う
と
、
表
２

・
３
の
よ
う
に
な
る

（未
定
雑
姓
を
除
く
）。
「人
」
姓
氏

族
は
諸
蕃
に
多
い
も
の
の
、
渡
来
者
の
出
身
地
に
由
来
す
る
も
の
を
除
く
な
ら
ば
、

右
京
の
椋
人
、
大
和
の
日
置
倉
人
、
摂
津
の
蔵
人
、
河
内
の
河
原
蔵
人
に
限
ら
れ

る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
ク
ラ
の
出
納
に
限
つ
て
特
別
に
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
端

を
発
す
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
河
内
の
江
人

・
三
宅

人
は
神
別
氏
族
で
あ
り
、
摂
津

。
河
内
の
神
人
は
皇
別
氏
族
で
あ
り
、
諸
蕃
で
は

な
い
こ
と
、
ま
た

「人
」
姓
者
を
統
括
し
た
で
あ
ろ
う

「人
＋
○
」
姓
氏
族
が
諸

蕃
に
少
な
く
、
神
別

・
皇
別
氏
族
に
多
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
皇

別
、
神
別
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
土
着
氏
族
に
も

「人
」
姓
者
が
多
か

っ
た
こ
と
を

反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
着
の
、
か
ね
て
ト
モ
と
し
て
奉
仕
し
て
い
た
人
び
と

を
ま
ず
職
掌
に
応
じ
て

「人
」
と
し
て
組
織
し
、
そ
れ
を

「漢
人
」
。
「秦
人
」
な

ど
の
新
来
の
渡
来
者
や
、
「阿
多
隼
人
∵

「大
角
隼
人
」
と
言

っ
た
国
内
の
新
た

な
帰
属
者
集
団
に
も
適
用
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

も
ち
ろ
ん
、
中
国
の

「人
」
制
度
が
朝
鮮
半
島
で
す
で
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ

が
倭
国
へ
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
隼
人
な
ど
に
も
適
用
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
は

人と初期の部と王権
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諸
蕃

神

別

皇

別

出

自

河   摂 大 右
内   津 和 京

河 摂 大 山
内 津 和 城

河 摂
内 津

地
域

漢
人

・
椋
人

・
秦
人

日
置
倉
人

葦
屋
漢
人

・
韓
人

・
蔵

人
　
・
高
安
漢
人

・
秦

人河
原
蔵
人

・
秦
人

阿
多
隼
人

大
角
隼
人

神
人

・
神
人
※
２

神
人

三
宅
人

江
人
ｘ
‐

氏
族
名

表
２

「人
」
姓
氏
族
の
出
自
と
分
布

表
３

「人

＋
カ
バ
ネ
」
姓
氏
族
の
出
自
と
分
布

諸
蕃

神

別

皇
別

出

自

大
和

和
泉

左
京

右
京
山
城
摂
津
河
内

左
京

右
京
山
城
大
和
河
内

地
域

園
人
首

六
人
部
連

中
臣
酒
人
宿
祢

・
間

人
宿
祢

・
桧
前
舎
人

連六
人
部

六
人
部
連

六
人
部
連

身
人
部
連

坂
田
酒
人
真
人

・
完

人
朝
臣

・
間
人
宿
祢

阿
閉
間
人
臣

間
人
造

酒
人
真
人

酒
人
造

氏
族
名

あ
る
。
す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
な
ど
か
ら
の
新
た
な
帰
属
者
集
団
を

「人
」
と
し
て

組
織
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
王
権
は
支
配
権
の
強
化
や
拡
大
に
と
も
な

っ
て
、

そ
れ
ま
で
は
王
権
の
統
率
下
に
な
か
っ
た
人
び
と
を
も
王
権
の
も
と
に
組
み
込
ん

で
い
く
。
こ
の
時
、
従
来
の
ト
モ
と
区
別
し
、
そ
の
居
住
地
に
ち
な
ん
で

「地
名

十
人
」
を
誕
生
さ
せ
、
そ
れ
が
他
の
ト
モ
に
及
ぼ
し
て
い
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

し
か
し
地
名
を
呼
称
と
す
る
こ
と
は
、
地
名
を
冠
し
た
氏
族
の
存
在
か
ら
し
て
古

く
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
単
に
地
名
を
呼
称
と
す

る
こ
と
と
、
「人
」
姓
を
与
え
て
組
織
す
る
こ
と
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
に
注
意

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は

「人
」
は

「舎
人
」
に
端
を
発
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
に
触
れ
た
姓
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
倭
の
五
王
が
冊
封
さ
れ
る

に
あ
た

っ
て
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
で
そ
れ
を
国
内
の
有
力
者
に
も
適
用
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
２

）
か
つ
て
王
権
は
特

定
の
統

一
的
呼
称
の
な
い
ま
ま
に
各
地
か
ら
の
奉
仕
者
を
ト
モ
と
し
て
い
た
が
、

い
わ
ゆ
る
倭
の
五
王
に
よ
る
宋

へ
の
遣
使
に
と
も
な

っ
て
、
王
権
が
強
化
さ
れ
、

内
廷
の
拡
大
、
ひ
い
て
は
ト
モ
の
拡
大
を
み
た
、
含
こ

し
か
し
特
定
の
呼
称
の

な
い
ま
ま
で
は
拡
大
し
た
ト
モ
の
整
理
が
つ
か
な
く
な
り
、
そ
こ
で
特
定
の
ト
モ

に
は
特
別
の
呼
称
を
与
え
て
組
織
す
る
こ
と
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
が

「
人
」
で

あ

っ
た
、
と
推
定
さ
れ
る
。
以
前
は

一
時
的
に
奉
仕
す
る
に
過
ぎ
な
か

っ
た
た
め
、

特
別
の
呼
称
ま
で
は
必
要
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
内
廷
の
拡
大

は
、
各
地
か
ら
恒
常
的
な
奉
仕
を
必
要
と
し
、
各
地
か
ら
多
く
の
ト
モ
が
参
集
す

る
こ
と
と
な
り
、
」ヽ
れ
を
整
理
す
る
た
め
に
特
別
な
呼
称
が
必
要
と
さ
れ
、
「人
」

が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
内
廷
に
留
ま
ら
ず
、

渡
来
者
や
隼
人
な
ど
の
新
た
な
帰
属
者
集
団
な
ど
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
「人
」
姓
者
を
統
括
し
た
で
あ
ろ
う

「人
十
カ
バ
ネ
」
姓
が
諸
蕃
に
少
な

く
、
神
別

・
皇
別
氏
族
に
多

い
こ
と
は
、
こ
れ
に
抵
触
し
な
い
。

こ
の

「人
」
と
し
て
の
奉
仕
と
、
「人
」
と
い
っ
た
奉
仕
者
を
出
す
集
団
と
の

関
係
が
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
先
の

『書
紀
』
雄
略

一
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〇
年
九
月
条
の

「鴻
十
隻
」
の
た
め
に

「養
鳥
人
」
が
贖
罪
と
し
て
献
上
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
集
団
内
の
複
数
の
人
び
と
が

「
人
」
と
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
に
対
し
て
熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
に

「典
曹

人
」
と
あ
る
こ
と
は
、
当
人
が
直
接

「典
曹
人
」
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
。
「典
曹
人
」
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
と
引
き
換
え
に
在
地
に
お
け
る
地
位

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

「人
」
に
は
当
人
が
直
接
赴
い
て
奉
仕

す
る
場
合
と
、
そ
の
率
い
る
複
数
の
人
び
と
が
王
の
も
と
に
赴
い
て
特
定
の
奉
仕

を
お
こ
な
う
場
合
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
と
も
に
そ
の
特
定

の
奉
仕
を
請
け
負

っ
た
こ
と
と
の
引
き
換
え
に
、
在
地
で
の
地
位
が
確
認
さ
れ
る

も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の

「人
」
は
王
に
恒
常
的
に
近
侍
し
て
奉
仕
す
る
関
係
上
、

王
と
濃
密
な
関
係
を
形
成

。
維
持
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
王
と
各
首

長
の
関
係
は
相
互
互
恵
的
契
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
政
治
権
力

確
立
の
た
め
に

「人
」
と
な
っ
て
奉
仕
し
、
そ
の

一
方
で
王
に
よ
る
地
位
の
確
認

を
受
け
る
関
係
の
も
と
に

「人
」
制
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の

「人
」
が
ど
こ
に
属
し
た
か
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
は

「鳥
官
」

の
禽
が
狗
に
喰
わ
れ
た
の
で
鳥
養
部
と
し
た
と
の

『書
紀
』
雄
略

一
一
年

一
〇
月

条
の
記
事
で
あ
る
。
先
に

「養
鳥
人
」
の
設
置
を
み
た
が
、
「鳥
官
」
は
そ
れ
に

対
応
し
た

「官
」
で
あ
ろ
う
。
『書
紀
』
雄
略
九
年
五
月
条
に
は

「小
鹿
火
宿
祢

所
レ
掌
兵
馬
船
官
及
諸
小
官
」
が
あ
り
、
同
じ
く
顕
宗
元
年
四
月
条
に

「山
官
」

な
ど
が
見
え
る
こ
と
、
ま
た
雄
略
七
年
八
月
条
に
朝
廷
が
使
用
し
て
い
た
者
を

「官
者
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
「官
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か

し
そ
の

「官
」
は

「鳥
官
」
な
ど
の
よ
う
に
細
分
さ
れ
て
い
る
場
合
と
、
「官

者
」
の
よ
う
に
漠
然
と
た
だ

「官
」
と
さ
れ
て
い
る
場
合
と
が
あ

っ
た
の
で
あ
り

こ
の
よ
う
に
漠
然

「官
」
と
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

い
よ
う
な
所
に
も
出
向

い
て

「人
」
は
奉
仕
し
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
点
、
伊
藤
循
氏
は

「典
曹
人
」
は
倭
王
の
家
産
制
的
組
織
に
発
達
し
た
官

司
制
で
あ
り
、
人
民
統
治
の
た
め
の
官
僚
制
で
は
な
く
、
ま
た

「杖
刀
人
」
は
人

民
の
武
装
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
倭
王
の
家
産
制
的
組
織
に
編
成
さ
れ
た
軍
事
力

に
す
ぎ
ず
、
首
長
の
人
格
的
支
配
を
基
礎
に
徴
発
さ
れ
た
武
力
で
あ
り
、
領
域
に

よ
る
住
民
の
区
分
、
あ
る
い
は
行
政
機
構
に
も
と
づ
い
て
編
成
さ
れ
る
公
的
権
力

で
は
な
い
と
し
、
ま
た
、
吉
田
晶
氏
も

「人
」
そ
れ
ぞ
れ
が
併
立
的
で
、
全
体
と

し
て
は
組
織
化
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
「人
制
」
は
宮
廷
内
の
原
初
的
制

度
で
は
あ

っ
て
も
、
王
権
に
よ
る

「国
家
統
治
」
の
た
め
の
制
度
と
は
程
遠
い
も

の
で
あ

っ
た
、
と
説
い
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
れ
、
王
権
が
奉
仕

し
て
く
る
人
び
と
を

「人
」
と
し
て
整
備
し
た
こ
と
を
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一二

「部
」
の
伝
来

で
は
表
１
に
み
え
る

「部
」
は
い
か
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
ふ
れ

た
よ
う
に
記
紀
以
外
で
は
島
根
県
岡
田
山

一
号
墳
出
土
の

「額
田
部
臣
」
銘
大
刀

に
お
い
て
は
じ
め
て

「部
」
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
部
民
制
以
前
の
こ
の
初
期

の

「部
」
を
認
め
な
い
見
解
が
有
力
で
あ
る
が
、
表
１
は
そ
れ
を
否
定
す
る
の
で

あ
る
。
問
題
は
こ
れ
が
事
実
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
か
で
あ
る
が
、
注
目
し
た

い
の
が
物
部
姓
の
存
在
で
あ
る
。

人と初期の部と王権
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倭
の
五
王
が
宋
王
朝
か
ら
冊
封
を
受
け
る
に
は
氏
姓
を
必
要
と
し
た
が
、
『宋

書
』
倭
国
伝
に
よ
れ
ば
珍
や
済
は
そ
れ
ぞ
れ

「倭
隋
等
十
二
人
」
、
コ
一十
二
人
」

に
除
爵
を
願
い
出
て
い
る
。
坂
元
義
種
氏
は
、
こ
れ
に
先
立

っ
て
二
人
は
宋
王
朝

に
倣

っ
て
国
内
の
豪
族
を

「除
爵
」
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
時
、
豪
族

は
冊
封
に
倣

っ
て
ウ
ヂ
名
を
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
ウ
ヂ
名
は
早
い
も

の
は
済
の
時
代
＝
允
恭
朝
に
は
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
以
後
、
中
枢

の
豪
族
か
ら
末
端
の
豪
族

へ
と
順
次
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ

っ
た
。

物
部
姓
を
帯
び
た
初
期
の
人
物
に

『書
紀
』
履
中
三
年

一
一
月
条
に
登
場
す
る

物
部
長
真
謄
連
が
い
る
。
こ
の
記
事
は
稚
桜
部
氏
の
誕
生
説
話
に
も
、
ま
た
履
中

の
宮
号
説
話
と
も
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
稚
桜
部
は

『書
紀
』
履
中
元
年
二

月
条
に
み
え
る
履
中
の
磐
余
稚
桜
宮
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
履

中
朝
を
遠
く
離
れ
て
置
か
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
表
１
に
見
え
る
よ
う

に
安
康
の
た
め
に
穴
穂
部
が
雄
略

一
九
年
三
月
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す

る
と
、
生
存
中
に
稚
桜
部
が
設
置
さ
れ
た
と
は
や
や
考
え
が
た
く
、
そ
の
意
味
で

は
允
恭
朝
以
降
の
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
そ
の
稚
桜
部
に
先
立
ち
、
物
部
姓
が
成
立

し
て
い
た
こ
と
が
前
提
と
な

っ
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
ウ
ヂ
名
の
成
立

が
允
恭
朝
以
降
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
允
恭
朝
に
は
物
部
姓

が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
り
、
と
す
れ
ば
、
そ
の
頃
に
は

「部
」

も
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
、
多
く
の
論
者
が
物
部
の

「部
」
を
部
民
制
と
結
び
つ
け
て
解
釈
し
、

そ
の
部
民
制
の
開
始
が
六
世
紀
の
こ
と
と
解
さ
れ
て
い
る
現
在
、
物
部
姓
も
六
世

紀
、
早
く
て
も
五
世
紀
末
の
こ
と
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
平
野
邦
雄
氏
は
葛
城
、

平
群
、
巨
勢
な
ど
の
地
名
を
負
う
ウ
ヂ
の
成
立
は
五
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
り
、

大
伴

・
物
部

・
忌
部
な
ど
の
負
名
ウ
ジ
の

「観
念
」
が
生
ま
れ
て
か
ら
あ
と
の
こ

と
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
と
す
る
。
初
期
の

「部
」
が
導
入
さ
れ
て
い
た
と
の
立

場
か
ら
は
平
野
邦
雄
氏
の
見
解
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
部
民
制
以
前
に

「部
」
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
に
由
来
し
て
物
部
姓
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
物
部
姓
に
加
え
て
、
『書
紀
』
允
恭
二
年
二
月
条
は
允
恭
が
皇
后
忍
坂
大

中
姫
の
た
め
に
刑
部
を
置
い
た
と
す
る
が
、
そ
の
刑
部
が
山
背
、
御
野
な
ど
に
集

団
で
居
住
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た

『書
紀
』
允
恭

一
一
年
三
月
条
に
お
い
て
允
恭

が
皇
后
の
妹
衣
通
郎
姫
の
名
代
と
し
て
設
定
し
た
藤
原
部
も
東
国
に
集
団
的
に
存

在
し
て
い
る
こ
と
、
『古
事
記
』
允
恭
天
皇
段
が
刑
部
と
と
も
に
軽
太
子
の
た
め

に
軽
部
を
定
め
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
刑
部
＝
オ
サ
カ
ベ
は
敏

達
皇
子
押
坂
彦
人
に
通
じ
る
か
ら
、
後
世
の
仮
託
と
取
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、

軽
部
に
つ
い
て
は

「軽
」
と
名
の
つ
く
者
が
允
恭
の
軽
太
子
と
そ
の
妹
軽
大
娘
皇

女
を
除
く
な
ら
ば
、
七
世
紀
の
孝
徳
、
文
武
の
幼
名
に
し
か
求
め
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
し
て
、
当
該
時
期
に
設
定
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

の
存
在
は
允
恭
朝
に
は

「部
」
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ

の
点
、
表
１
に
み
え
る
履
中
朝
に
お
け
る

「部
」
の
痕
跡
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、

履
中
朝
に
そ
の
兆
し
が
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
允
恭
朝
に
は

「部
」
が
導
入
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
こ
の

「部
」
は
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
注

目
さ
れ
る
の
は

『宋
書
』
百
官
志
上
に
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吏
部
尚
書
領
吏
部
、
剛
定
、
三
公
、
比
部
四
曹
。
祠
部
尚
書
領
祠
部
、
儀
曹

　

と
あ
り
、
官
司
の
名
を

「部
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
穀

二
曹
。
度
支
尚
書
領
度
支
、
金
部
、
倉
部
、
起
部
四
曹
。
左
民
尚
書
領
左
民
、
　

部
、
肉
部
、
馬
部
、
刀
部
、
薬
部
、
本
部
な
ど
の
名
が
見
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

駕
部
二
曹
。
都
官
尚
書
領
都
官
、
水
部
、
庫
部
、
功
論
四
曹
。
五
兵
尚
書
領

　

百
済
伝
は
、
続
け
て

「都
下
有
万
家
、
分
為
五
部
。
日
上
部
、
前
部
、
中
部
、
下

中
兵
、
外
兵
二
曹
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
、
後
部
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
百
済
の
都
下
を
五
部
に
区
画
す
る
そ
れ
は
官

と
あ
り
、
続
け
て
三
国
時
代
の
魏
に
は

「吏
部
、
駕
部
、
金
部
、
虞
曹
、
比
部
、

南
主
客
、
祠
部
、
度
支
、
庫
部
、
農
部
、
水
部
、
儀
曹
、
三
公
、
倉
部
」
な
ど
が

設
け
ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
官
司
や
部
局
が

「部
」
と
表
記
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

問
題
は
こ
の
中
国
の
制
度
が
倭
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
か
、
と
言
う
こ
と
で
あ

る
。
従
来
は
百
済
か
ら
部
の
制
が
伝
え
ら
れ
た
と
み
て
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。

す
な
わ
ち
吉
村
武
彦
氏
は
、
表
１
で
は

「養
鳥
人
」
か
ら

「鳥
養
部
」

へ
と
変
化

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
人
制
が
漢
文
表
記
に
も
と
づ
く
の
に
対
し
て
部
民
制

下
の
職
業
部
や
名
代

。
子
代
が
和
文
表
記
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
し
て
、
漢
文
表

記
に
も
と
づ
く
人
制
の
起
原
を
中
国
に
求
め
、
後
に
百
済
か
ら
も
ち
こ
ま
れ
た
和

文
表
記
の
部
民
制

へ
転
換
し
た
と
み
て
い
る
。

そ
の
部
民
制
で
あ
る
が
、
津
田
左
右
吉
氏
や
平
野
邦
雄
氏
が
注
目
し
て
い
る
の

が

『周
書
』
巻
四
十
九
、
列
伝
四
十

一
、
異
域
上
、
百
済

（以
下
、
『周
書
』
百

済
伝
と
す
る
）
の
記
載
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

各
有
部
司
、
分
掌
衆
務
。
内
官
有
前
内
部
、
穀
部
、
肉
部
、
内
掠
部
、
外
掠

部
、
馬
部
、
刀
部
、
功
徳
部
、
業
部
、
本
部
、
法
部
、
後
宮
部
。
外
官
有
司

軍
部
、
司
徒
部
、
司
空
部
、
司
寇
部
、
点
口
部
、
客
部
、
外
舎
部
、
細
部
、

日
官
部
、
都
市
部
。

司
制
の
五
部
の
後
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
百
済
の

涸
洸
遷
都

（聖
明
王

一
六
年
）
以
後
の
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

し
か
し

『書
紀
』
継
体

一
〇
年
五
月
条
に

「前
部
木
協
不
麻
甲
背
」
な
る
人
物
が

登
場
す
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の

「前
部
」
か
ら
涸
批
遷
都
以
前
に
も
そ
れ

が
制
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が
つ
て
平
野
邦
雄
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
五
世
紀
後
半
に
は
百
済
内
官
十
二
部
制
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

か
り
に
そ
の
成
立
が
五
世
紀
後
半
よ
り
遅
れ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
に
先
だ

っ
て
早
熟

的
な
部
制
を
百
済
が
準
備
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
、

『書
紀
』
雄
略
七
年
是
歳
条
に
百
済
か
ら
貢
さ
れ
た

「今
来
才
伎
」
を
倭
国
の
吾

璃
廣
津
に
安
置
し
た
と
こ
ろ
、
病
死
す
る
者
が
多
か
っ
た
の
で

由
レ是
天
皇
詔
二大
伴
大
連
室
屋
ヽ
命

東
漢
直
掬
ヽ
以
上新
漢
陶
部
高
貴
。

鞍
部
堅
貴
。
画
部
因
斯
羅
我
。
錦
部
定
安
那
錦
。
訳
語
卯
安
那
羅
・遷
・
居
干

上
桃
原
。
下
桃
原
。
真
神
原
三
所

。

と
、
「新
漢
陶
部
高
貴
」
等
を
桃
原
、
下
桃
原
、
真
神
原
の
三
所
に
遷
居
さ
せ
た

と
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
陶
部
、
鞍
部
、
画
部
、
錦
部
が
百

済
の
制
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
し
て
、
百
済
で
早
熟
的
な

「部
」
が
展
開
さ
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
し
か
し
陶
部
、
鞍
部
、
画
部
、

錦
部
が
宋
に
お
い
て
見
あ
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
百
済
は
宋
と
の
交
通
を

人と初期の部と王権
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通
し
て
、
宋
に
展
開
さ
れ
て
い
た

「部
」
の
制
を
導
入
し
、
そ
れ
を
独
自
に
展
開

さ
せ
、
雄
略
七
年
に
そ
の

一
端
が
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
雄
略
朝
に
は
百
済
を
通
し
て

「部
」
の
制
度
が

伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
が
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
夙
に
津
田
左
右
吉

氏
は
、
先
の

『周
書
』
百
済
伝
の
記
載
は
よ
ほ
ど
整
頓
さ
れ
た
時
代
の
も
の
で
あ

り
、
こ
の
百
済
で

「部
」
の
称
が
い
つ
か
ら
始
ま

っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
と

し
な
が
ら
も
、
六
朝
時
代
の
中
国
の
官
制
に
お
い
て
尚
書
の
部
局
に

「部
」
と
称

す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
由
来
し
た
ら
し
い
も
の
で
、
か
な
り
早
く
か
ら

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
し
、
朝
廷
の
記
録
を
と

っ
て
い
た
百
済
の

「帰
化
人
」
が

そ
の
本
国
の
習
慣
を
適
用
し
て
倭
国
で
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
説
い
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
百
済
を
通
し
て
中
国
の

「部
」
の
制
度
が
雄
略
七
年
以
前
に

も
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
。
も
ち
ろ
ん
後
の
部
民
制
と
は
異
な
る

も
の
で
、
官
司
名
の
末
尾
に

「部
」
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
雄
略
七
年
以
前
の
こ
と
を
想
定
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
宋

へ
の
遣
使
を

通
し
て
、
宋
で
展
開
さ
れ
て
い
た

「部
」
の
制
を
知
り
、
そ
れ
に
倣

っ
た
も
の
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
允
恭
朝
に
は
百
済
と
袂
を
分

か

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
百
済
か
ら
個
人
的
に
渡
来
し
て
き
た
人
物
が

「部
」
を
伝
え
た
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
が
、
百
済
で
允
恭
朝
と
並
行
す
る
時

代
に

「部
」
の
制
が
展
開
さ
れ
て
い
た
確
証
が
な
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
無
理
が

生
じ
る
。
そ
の
意
味
で
は
倭
の
五
王
の
遣
使
に
よ
り
、
宋
で
展
開
さ
れ
て
い
た

「部
」
の
制
度
を
知
り
、
倭
国
で
独
自
に
展
開
さ
せ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ

う
。
先
に
允
恭
朝
の
頃
に
物
部
姓
の
成
立
や
刑
部
、
藤
原
部
、
軽
部
の
展
開
を
推

測
し
た
が
、
そ
の
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。

こ
の
点
、
狩
野
久
氏
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
め
に
は
じ
ま
る
ヤ
マ
ト
王
権

の
全
国
征
服
の
過
程
に
お
い
て
被
征
服
集
団
が
王
宮
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
て
部
民
の

一
種
で
あ
る
名
代
が
設
置
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
期
を
五
世
紀
前
半
か

ら
六
世
紀
末
に
求
め
て
い
る
。
五
世
紀
前
半
か
ら
部
民
制
が
開
始
さ
れ
て
い
た
と

み
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
初
期
の
官
司
と
し
て
の

「部
」
と
後
世
の
部
民

制
を
同

一
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
名
代
と
し
て
の
刑
部
な
ど
、
宮
を
維
持

す
る
た
め
に

「部
」
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
の

「部
」
と
さ
れ
た
人
び
と
の

範
囲
が
直
接
の
奉
仕
者
で
あ
る
の
か
、
背
後
の
資
養
者
集
団
を
含
む
も
の
で
あ

っ

た
の
か
、
分
け
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
当
初
は
官
司

と
し
て
の

「部
」
の
制
度
の
み
の
導
入
し
た
の
で
あ
り
、
王
権
の
も
と
に
組
み
込

ま
れ
た
集
団
の
代
表
者
は
そ
こ
に
お
い
て
複
数
の
奉
仕
を
服
属
し
た
こ
と
の
証
と

し
て
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
履
中
、
允
恭
の
時
代
に
宋

へ
の
遣
使
を
通
し
て

「部
」
の

制
度
を
知
り
、
導
入
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
ふ
れ
た

「官
」
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
「官
」
の
下
に

「人
」
が
王
権
に
対
し
て
奉
仕

し
た
と
考
え
た
が
、
「部
」
は

「官
」
と
い
か
な
る
関
係
に
あ

っ
た
の
か
。
こ
の

点
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
初
期
に

「部
」
の
付
さ
れ
た
例
が
刑
部
、
藤
原
部
、
軽

部
と
言

っ
た
後
に
名
代
、
子
代
と
さ
れ
る
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
王
権
の
強
化
に
と
も
な

っ
て
王
権
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
機
関
と
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
機
関
に
限
つ
て
、
宋
に
倣

っ
て

「部
」

を
付
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち

「官
」
は
王
権
の
内
廷
に
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対
応
し
て
設
け
ら
れ
た
が
、
「部
」
は
そ
れ
と
は
別
の
名
代
、
子
代
な
ど
に
対
し

て
準
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
允
恭
朝
は
そ
の
整
備
が
開
始
さ
れ
た
時
期
に

当
た
る
こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
段
階
に

「部
」
が
本
格
的
に
設
置
さ
れ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て

「部
」
の
本
格
的
導
入
は
、
允
恭
の
死
後
、
倭
国
の
外
交
が
再
び

百
済
を
重
視
し
、
そ
の
百
済
が

「部
」
制
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
知

っ
た
雄
略

七
年
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
新
羅
に
刺
激
さ
れ
て

「人
」
の
制
が
導
入
さ

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
み
た
が
、
百
済
と
の
外
交
を
復
活
さ
せ
た
政
権
は
、
百
済

の
姿
勢
を
み
て
、
も
し
く
は
勧
め
に
よ
り

「人
」
に
並
行
し
て

「部
」
を
本
格
的

に
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
雄
略
は

「治
天
下
」
を
称
し
た
大
王

で
あ
る
が
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
統
治
組
織
の
構
築
を
目
指
し
、
新
羅
に
刺
激

さ
れ
た

「人
」
と
百
済
に
刺
激
さ
れ
た

「部
」
双
方
の
展
開
を
は
か
り
、
王
権
に

関
わ
る
機
関
に
当
て
、
国
内
統
治
組
織
の
整
備
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
「部
」
と
王
権

こ
の
よ
う
に
允
恭
朝
頃
か
ら
王
権
の
た
め
の
機
関
と
し
て

「部
」
が
導
入
さ
れ
、

そ
れ
は
雄
略
朝
に
拡
充
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
雄

略

一
四
年
に
設
置
さ
れ
た
大
草
香
部
で
あ
る
。
『書
紀
』
雄
略

一
四
年
四
月
条
は
、

罪
の
あ

っ
た
根
使
主
を
殺
害
し
た
上
で
、

天
皇
命
二有
司
一
ダ
分
子
孫
ヽ
　
一
分
為
二大
草
香
部
民
一以
封
・皇
后
Ｌ
　
一
分

賜
一茅
淳
県
主
・為
二負
嚢
者
」
即
求
二難
波
吉
士
日
香
香
子
孫
Ｌ
賜
レ姓
為
二

大
草
香
部
吉
士
Ｌ

と
し
た
と
記
す
。
根
使
主
の
子
孫
の
半
分
が

「大
草
香
部
民
」
と
し
て
皇
后
に

「封
」
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「大
草
香
部
」
と
し
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
そ
の
子
孫
の
半
分
は
新
設
さ
れ
た

「大
草
香
部
」
な
る

機
関
に
奉
仕
す
る
人
び
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

「大
草
部
」
を
冠
す
る

氏
族
が
管
理
す
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
茅
淳
県
主
に
与
え
ら
れ
て

「負
嚢

者
」
と
さ
れ
た
者
に
は

「部
」
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
対
比
し
て
み
る
と
そ

の
差
は
よ
り
鮮
明
と
な
る
。
茅
淳
県
主
に
与
え
ら
れ
て

「負
嚢
者
」
と
さ
れ
た
者

は

「部
」
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
た
め
に

「負
嚢
者
」
と
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
王
権
の
た
め
に

「部
」
が
設
置
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
奉
仕
す
る
者
も

「部
」
と
さ
れ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
島
根
県
岡
田
山

一
号
墳
出
上
の
鉄
地
銀
象
嵌

「額
田
部
臣
」
銘
大
刀

に
は
じ
め
て

「部
」
が
登
場
す
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
初
期
の

「部
」

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
確
か
に
金
石
文
の
あ
り
方
か
ら
み

る
と
、
そ
の
よ
う
に
み
な
せ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
当
時
の
中
国
や
朝
鮮
半
島

で
は

「部
」
が

「人
」
と
と
も
に
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

「人
」
が

五
世
紀
末
の
倭
国
で
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
「部
」
も
早
く
か
ら
伝
来
し
て
い
た

可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
コ
ロ紀
』
が

「部
」
と
さ
れ
る

人
び
と
が
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
と
す
る
も
の
の
、
『新
撰
姓
氏
録
』
か
ら
部

姓
者
を
み
る

（表
４
）
と
、
諸
蕃
に

「部
」
を
と
ど
め
る
氏
族
が
少
な
い
こ
と
、

そ
の

一
方
で
土
着
の
氏
族
に

「部
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

人と初期の部と王権
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諸
蕃

神

別

皇
別

摂 山 右 左
津 城 京 京

左
京
右
京
山
城

摂
津
河
内
和
泉

和 河 摂 大 山 右 左
泉 内 津 和 城 京 京

地
域

飛
鳥
部

刑
部

・
祝
部

祝
部
（史
戸
）

額
田
部

。
物
部

。
若
倭
部

伊
与
部

・
六
人
部

。
子
部

。
若
倭
部

伊
福
部

・
西
泥
土
部

。
税
部

・
丈
部

・
祝
部

若
倭
部

日
下
部

・
崚
部

・
額
田
部

日
下
部

。
物
部

網
部

・
榎
井
部

・
坂
合
部

。
中
臣
部

・
物
部

三
富
部

・
矢
田
部

・

膳
大
伴
部

・
吉
弥
侯
部

・
丈
部

・
丸
部

音
太
部

・
薗
部

・
真
髪
部

・
大
私
部

・
和
邁
部

和
運
部

音
太
部

坂
合
部

。
物
部

忍
海
部

・
尾
張
部

・
紀
部

・
日
下
部

。
物
部

網
部
物
部

。
日
下
部

・
葛
原
部

・
丹
比
部

・
物
部

・
軽
部

氏
族
名

表
４

『新
撰
姓
氏
録
』
か
ら
み
た
部
姓
者
の
分
布

（未
定
雑
姓
を
除
く
）

こ
の
こ
と
は

「部
」
が
渡
来
者
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
次
第

に
倭
国
に
か
ね
て
居
住
し
て
い
た
人
び
と
を
も

「部
」
と
し
て
組
織
し
た
こ
と
を

意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
こ
と
を
先
の
表
１
か
ら
み
た
い
が
、
履
中
朝
以
来
の

「部
」
と
し
て
、
河

内
飼
部

・
車
持
部

・
蔵
部

・
刑
部

。
藤
原
部

・
倭
飼
部

。
河
上
舎
人
部

・
史
部

・

漢
手
人
部

・
衣
縫
部

。
宍
人
部

。
家
人
部

。
鳥
養
部

。
木
工
葦
那
部

・
漢
衣
縫

部

。
大
草
香
部

・
漢
部

。
贄
土
師
部

・
猪
名

（使
）
部

・
穴
穂
部
を
拾
う
こ
と
が

で
き
る
。
刑
部
は

『新
撰
姓
氏
録
』
右
京
諸
蕃
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

詳
し
い
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
史
戸
が
史
部
に
通
じ
る
と
し
て
、
史
部
は
文
字

を
扱
う
こ
と
か
ら
し
て
渡
来
者
＝
諸
蕃
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
漢
手
人

部

・
漢
衣
縫
部
は

「漢
」
か
ら
し
て
諸
蕃
に
属
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
河

内
飼
部

・
倭
飼
部
に
つ
い
て
は
、
倭
国
に
馬
を
飼
う
伝
統
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考

慮
す
る
な
ら
ば
、
諸
蕃
に
属
す
る
と
言

っ
て
よ
く
、
そ
の
意
味
で
は
渡
来
者
を

「部
」
と
し
て
組
織
し
た
こ
と
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

一
方
、
藤
原
部
や

鳥
養
部
な
ど
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
土
着
の
氏
族
を
も

「部
」
と
し
て
組
織
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
名
代
と
し
て
設
定
さ

れ
た
刑
部
や
藤
原
部
は
特
殊
な
技
能
を
要
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
、
鳥
養

部
も
筑
紫
水
間
君
が
贖
罪
の
た
め
養
鳥
人
を
献
上
し
た
こ
と
、
ま
た
鳥
官
の
禽
が

狗
に
喰
わ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
信
濃
国

・
武
蔵
国
の
直
丁
が
鳥
養
部
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
し
て
、
土
着
の
氏
族
が

「部
」
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

渡
来
者
の
み
で
は

「部
」
が
不
足
し
た
た
め
と
も
言
え
る
が
、
当
初
か
ら
土
着
し

て
い
た
氏
族
に
も

「部
」
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
百
済
に
由
来

し
て

「部
」
が
導
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
宋
か
ら
伝
え
ら

れ
た
制
度
に
も
と
づ
い
て

「部
」
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え

卜
で
つ
。

で
は

「部
」
を
冠
し
た
機
関
に
奉
仕
す
る

「部
」
と
さ
れ
た
人
び
と
の
奉
仕
形
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態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

「部
」
と
さ
れ
た
機
関

も

「官
」
と
さ
れ
た
可
能
性
は
先
の

「官
者
」
が
外
廷
に
関
わ
る
の
か
不
明
で
あ

る
こ
と
か
ら
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
の

「部
」
と
さ
れ
た
人
び
と
は

「人
」
と
は

異
な
り
、
そ
の
機
関
に
対
し
て
あ
る
意
味
特
定
の
奉
仕
を
展
開
す
る
も
の
の
、
そ

の
中
の
特
定
の
業
務
に
特
定
の
者
が
就
く
と
言
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
集
団
で

「部
」
の
付
さ
れ
た
機
関
の
求
め
る
複
数
の
分
野
に
及
ぶ
奉
仕
に
携

わ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
機
関
で
あ
る

「部
」
の
求
め
る
奉
仕
で
あ
る
以
上
、
そ

こ
に
奉
仕
す
る
人
び
と
は

「人
」
の
よ
う
に
特
定
の
奉
仕
の
み
を
展
開
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
れ
は

「○
○
部
」
と
し
て
、
と
の
限
定
は
つ
く
も
の
の
、
広
汎
な
種

類
の
奉
仕
に
及
ん
だ
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
奉
仕
形
態
は

「人
」
と

一
線

を
画
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
単
に
特
定
の

一
種
類
の
こ
と
を
奉
仕
す
る
の
で

は
な
く
、
大
草
香
部
や
穴
穂
部
な
ど
を
あ
て
が
わ
れ
た
個
人
ま
た
は
機
関
が
求
め

る
種
々
の
奉
仕
を

一
括
し
て
請
け
負

っ
た
の
で
あ
る
。
「部
」
と
し
て
の
奉
仕
の

範
囲
は

「典
曹
人
」
や
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
の

「杖
刀
人
」
、
そ
し
て

「養

鳥
人
」
な
ど
と
対
比
す
る
と
、
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
「人
」
は
そ
の
性
格
上
、
特
定
の
者
が
特
定
の
奉
仕
を
請

け
負
う
傾
向
が
強
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
「部
」
は
複
数
の
内
容
の
奉
仕
を
集
団

で
請
け
負
う
傾
向
が
強
く
、
従
来
の
ト
モ
の
性
格
を
強
く
受
け
継
い
だ
と
言
え
る

も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
述
べ
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

一
、
允
恭
は

「大
王
」
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
と
し
て

「舎
人
」
を
導
入
し
た
も

の
の
、
宋
に
お
い
て

「人
」
が

「舎
人
」
以
外
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
拡
大
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
允
恭
の
死
に
際
し
て
新
羅
が

「人
」

制
を
展
開
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
安
康
朝
以
後
、
そ
の

「人
」
制
の
本
格
的

な
導
入
を
は
か
る
こ
と
と
な

っ
た
。

二
、
か
つ
て
王
に
対
す
る
奉
仕
と
し
て
ト
モ
の
制
が
あ

っ
た
が
、
王
権
の
強
化

に
と
も
な
う
内
廷
の
拡
大
は
、
新
た
な
奉
仕
な
ど
を
必
要
と
し
、
こ
れ
に
応
じ
て

「
人
」
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の

「人
」
と
し
て
の
奉
仕
は
地
方
を

統
治
し
て
い
た
有
力
者
の
地
位
確
認
と
互
恵
的
に
交
換
さ
れ
た
。

三
、
こ
の

一
方
、
中
国
で
展
開
さ
れ
て
い
た

「部
」
の
制
度
も
允
恭
朝
に
は
王

権
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
機
関
を
中
心
に
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
本
格

的
に
展
開
さ
れ
る
の
は
百
済
に
お
い
て
独
自
に
展
開
さ
れ
つ
つ
あ

つ
た
原
初
的
な

「部
」
の
制
度
が
伝
え
ら
れ
た
雄
略
朝
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

四
、
そ
の

「部
」
に
奉
仕
す
る
人
び
と
も

「部
」
と
さ
れ
た
が
、
「部
」
は
複

数
の
内
容
の
奉
仕
を
集
団
で
請
け
負
う
傾
向
が
強
く
、
従
来
の
ト
モ
の
性
格
を
受

け
継
い
だ
と
言
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。

と
な
る
。

こ
れ
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

問
題
は
こ
の

「部
」
に
奉
仕
す
る
人
び
と
の
も

つ
集
団
性
が
、
「
人
」
よ
り
も

人と初期の部と王権

[一四 ]-31-



王
権
の
強
化

王
権
と
の
関
係
を
希
薄
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
「人
」
と

王
権
の
間
に
結
ば
れ
た
相
互
互
恵
的
な
関
係
は
こ
の
初
期
の

「部
」
と
王
権
の
間

に
も
持
ち
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
「部
」
と
し
て
奉
仕
す
る
者
は
集
団
で
奉
仕

し
、
ま
た
王
に
近
侍
し
て
直
接
奉
仕
す
る
と
言
う
よ
り
は
そ
の
周
縁
に
あ

っ
て
王

の
命
じ
た
奉
仕
を
展
開
す
る
が
故
に
、
全
体
的
に
み
る
と

「人
」
よ
り
も
王
権
と

の
関
係
が
希
薄
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
王
権
と
の
関
係
は

「人
」
よ
り
も
緩
や
か

な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち

「典
曹
人
」
は
王
の
典
曹
に
直
接
、

恒
常
的
に
勤
務
す
る
存
在
で
あ
り
、
「杖
刀
人
」
も
王
の
近
辺
を
直
接
、
恒
常
的

に
警
護
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
、
王
と
の
接
点
も
多
い
が
、
穴
穂
部
や
刑
部
の
場

合
、
王
に
命
じ
ら
れ
て
そ
の
任
に
恒
常
的
に
就
い
た
と
し
て
も
、
王
に
直
接
奉
仕

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
間
接
的
に
王
に
奉
仕
す
る
に
す
ぎ
ず
、
「
人
」
よ
り
は
王

と
の
関
係
は
希
薄
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
以
後
、
「
部
」
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
結
果
、
「
部
」

が
い
か
な
る
展
開
を
遂
げ
る
の
か
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
て
、

ひ
と
ま
ず
小
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（１
）

直
木
孝
次
郎

「人
制
の
研
究
」
亀
日
本
古
代
国
家
の
構
造
』
青
木
書
店
、　
一
九

五
八
年
）。

（２
）

埼
玉
県
教
育
委
員
会

『埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
（埼
玉
県
教
育
委
員
会
、　
一
九
八

〇
年
）。

（３
）

東
京
国
立
博
物
館

『江
田
船
山
古
墳
出
土
　
国
宝
銀
象
嵌
銘
大
刀
』
翁
口
川
弘

文
館
、　
一
九
九
三
年
）。

（４
）

吉
村
武
彦

「倭
国
と
大
和
王
権
」
亀
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
２
巻
古
代
１
、

岩
波
書
店
、　
一
九
九
三
年
）。

（５
）

な
お
、
吉
田
晶
氏
は

『倭
王
権
の
時
代
』
（新
日
本
出
版
社
、　
一
九
九
八
年
）

一
人
八
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
雄
略
二
三
年
八
月
条
の

「船
人
」
も

「人
」
と
し
て

の
職
名
に
数
え
て
い
る
が
、　
一
般
名
称
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
省
い
た
。

（６
）

中
田
薫

「我
古
典
の

「部
」
及
び

「縣
」
に
就
て
」
亀
法
制
史
論
集
』
第
三
巻

上
、
岩
波
書
店
、　
一
九
四
三
年
）
、
吉
村
武
彦

「倭
国
と
大
和
王
権
」
（前
掲
）。

（７
）

島
根
県
教
育
委
員
会

『出
雲
岡
田
山
古
墳
』
２

九
八
七
年
）。
な
お
、
本
書
に

よ
れ
ば
遺
構

・
遺
物
か
ら
岡
田
山

一
号
墳
の
築
造
年
代
を
六
世
紀
前
半
か
ら
七
世

紀
初
め
、
鉄
地
銀
象
嵌

「額
田
部
臣
」
銘
大
刀
の
作
製
年
代
を
六
世
紀
前
半
か
ら

末
葉
に
比
定
す
る
見
解
が
あ
る
。

（８
）

鎌
田
元

一
「王
権
と
部
民
制
」
（歴
史
学
研
究
会
、
日
本
史
研
究
会
編

『講
座

日
本
歴
史
　
１
原
始

。
古
代
１
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
八
四
年
）。

（９
）

吉
村
武
彦

「倭
国
と
大
和
王
権
」
（前
掲
）。
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（１０
）

こ
の
舎
人
に
対
し
て
、
鄭
氏
注
買
公
彦
疏

『附
釈
音
周
礼
注
疏
』
亀
十
三
経
注

疏
）

は

「舎
猶
宮
也
。
主
平
宮
中
用
穀
者
也
」
と
注
し
、
そ
の
疏
に

「
掌
平
宮

中
之
政
分
、
其
財
守
以
法
掌
其
出
入
」
と
あ
り
、
宮
中
の
穀
物
を
扱
う
官
で
あ
る
。

こ
の

「舎
人
」
は
秦
以
後
、
天
子
の
侍
従
官

へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

（Ｈ
）

『宋
書
』
倭
国
伝
な
ど
は
元
嘉

一
五
年
に
、
珍
に
安
東
将
軍
号
、
同
二
〇
年
に

済
に
安
東
将
軍
号
、
大
明
六
年
に
興
に
安
東
将
軍
号
、
昇
明
二
年
に
武
に
安
東
大

将
軍
号
が
与
え
ら
れ
た
と
す
る
。

（‐２
）

表
１
に
は
仁
徳
朝
に
も

「舎
人
」
が
見
え
る
が
、
仁
徳
が
実
在
し
た
か
も
不
明

な
こ
と
、
ま
た
次
の
事
例
が
允
恭
朝
の
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
信
を
お
け
な
い
。

（‐３
）

拙
稿

「
ヒ
コ
・
ス
ク
ネ

・
ワ
ケ
と
王
権
」
亀
続
日
本
紀
研
究
』
三
七
〇
、
二
〇

〇
七
年
）
。
「大
王
と
大
后
」
翁
日
本
歴
史
』
七
〇
八
、
二
〇
〇
七
年
）
。

（‐４
）

こ
の

「舎
人
」
に
は

「
人
」
が
付
き
、
中
国
で
は

「
人
」
を
付
し
た
制
度
が
か

つ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
そ
れ
に
倣

っ
て
他
の
奉
仕
者
に
も
次

第
に

「
人
」
を
付
し
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
こ
の
背
景
に
は

「人
」
字
が
他
の
職
名
に
付
さ
れ
て
い
る
字
よ
り
も
簡
単
な
こ
と
が
あ

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
次
第
に
そ
れ
は

「
ヒ
ト
」
と
し
て
定
着
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
な
お
、
コ
ロ人
」
は
ト
ネ
リ
と
訓
ま
れ
て
い
る
が
中
国
で
は

「
シ
ャ
ジ

ン
」
と
発
音
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
ト
ネ
リ
に
あ
た
る
始
源
的
な
も
の
が

ま
ず
展
開
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
漢
字
で
示
す
時
に

「舎
人
」
を
借
用
し
た
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
発
音
は
違
う
も
の
の
、
末
尾
に

「
人
」
を
付
け
、
組
織

を
整
備
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で

「
人
」
を

「
ヒ
ト
」
と
発
音
す

る
よ
う
に
な

っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

（
‐５
）

吉
田
晶

「東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
倭
王
権
」
（福
井
勝
義

・
春
成
秀
爾

『戦

い
の
進
化
と
国
家
の
生
成
』
東
洋
書
林
、　
一
九
九
九
年
）。

（‐６
）

『書
紀
』
欽
明

一
四
年
六
月
条
。

（‐７
）

『書
紀
』
欽
明

一
五
年
二
月
条
。

（‐８
）

鎌
田
元

一

「王
権
と
部
民
制
」
（前
掲
）
。

（‐９
）

士
口
田
晶

「稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
に
関
す
る

一
考
察
」
（井
上
薫
教
授
退
官

記
念
会
編

『日
本
古
代
の
国
家
と
宗
教
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
〇
年
）
、

吉
村
武
彦

「倭
国
と
大
和
王
権
」
（前
掲
）
、
熊
谷
公
夫

『大
王
か
ら
天
皇

へ
』

亀
日
本
の
歴
史
』
第
０３
巻
、
講
談
社
、
二
〇
〇

一
年
）
第
二
章
。

（２０
）

佐
伯
有
清

「
日
本
古
代
の
別

（和
気
）
と
そ
の
実
態
」
亀
日
本
古
代
の
政
治
と

社
会
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
〇
年
）
。
「古
代
氏
族
の
系
譜
」
亀
新
撰
姓
氏
録
の

研
究
』
索
引

・
論
考
篇
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
四
年
）
、
篠
川
賢

『大
王
と
地

方
豪
族
』
（山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
）
四
九
ペ
ー
ジ
、
拙
稿

「
ヒ
コ

・
ス
ク

ネ

・
ワ
ケ
と
王
権
」
（前
掲
）
。

（２‐
）

拙
稿

「大
王
と
大
后
」
（前
掲
）
。

（２２
）

も
ち
ろ
ん
特
定
の
奉
仕
に
従
事
す
る
人
び
と
が

「人
」
と
し
て
組
織
さ
れ
た
と

言

っ
て
も
、
時
に
他
の
奉
仕
も
命
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
特
定
の
奉
仕
を

な
す
人
び
と
の
奉
仕
の
中
心
が

「人
」
と
し
て
の
特
定
の
奉
仕
を
務
め
る
こ
と
で

あ

っ
た
の
で
あ
る
。

（２３
）

Ｖヽ
」
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
新
し
い
帰
属
者
が
発
生

し
続
け
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
渡
来
者
に
限
ら
ず
、
倭
国
内
で
も
発
生
し
、
し

か
も
そ
れ
は

一
度
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
王
権
は
彼
ら
に
も
奉
仕
を
求

め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
、
展
開
し
つ
つ
あ
る

「人
」
に
ち
な
ん
で
、
種
族
名

を
冠
し
て
そ
の
ま
ま

「○
○
人
」
と
し
て
奉
仕
を
求
め
た
の
で
は
な
い
か
。
直
木

氏
が
分
類
し
た
第
二
類
は
そ
れ
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
直
木

孝
次
郎
氏
が
第
三
類
に
分
類
し
て
い
る

阿
漏
人
も
第
二
類
に
含
め
て
問
題
は
な

い
と
考
え
る
。

（２４
）

佐
伯
有
清

『新
撰
姓
氏
録

の
研
究
　
本
文
篇
』
翁
口
川
弘
文
館
、　
一
九
六
二

年
）
に
よ
る
。

（２５
）

直
木
孝
次
郎

「人
制
の
研
究
」
（前
掲
）
。

（２６
）

倭
の
五
王
は
冊
封
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冊
封
に
あ
た

っ
て
姓
が
必
要
で
あ

っ

た
。
前
之
園
亮

一
氏
は

「宋
書
南
斉
書

・
名
代

・
猪
膏
か
ら
見
た
氏
姓
成
立
と
盟

神
探
湯
」
亀
学
習
院
史
学
』
三
八
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、
こ
の
点
を
強
調

し
て
い
る
。
な
お
、
吉
村
武
彦
氏
も

「
六
世
紀
に
お
け
る
氏

・
姓
制
の
研
究
」

亀
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
三
九
、　
一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
、
倭
王

は
対
宋
交
渉
の
必
要
上
、
国
名
を
姓
と
し
て
使
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
、
と
述
べ

人と初期の部と王権
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て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
入
姓
の
使
用
に
つ
な
が

っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

（２７
）

な
お
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
に
お

い
て

「杖
刀
人
」
の

「首
」
と
し
て

「奉
事
」
し
て
き
た
と
あ
る

（埼
玉
県
教
育
委
員
会

『埼
玉
稲
荷
山
古
墳
』
前

掲
）
が
、
「杖
刀
人
」
と
さ
れ
た
集
団
は
別
に
存
在
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
の
主
が
、
在
地
に
お
い
て
代
表
者
そ

の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
代
表
者
に
よ
り
奉
仕
を
命
じ
ら
れ
た
の
か
に
関
わ
る
。

埋
葬
施
設
の
あ
り
方
か
ら
後
者
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る

（坂
本
和
俊

「考
古
学
か

ら
み
た
稲
荷
山
古
墳

の
出
自
」
金
井
塚
良

一
編

『稲
荷
山
古
墳
の
鉄
剣
を
見
直

す
』
学
生
社
、
二
〇
〇

一
年
）
が
、
そ
の
場
合
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
本
来
の
被

葬
者
が
鉄
剣
の
主
以
下
の

「杖
刀
人
」
を
奉
仕
さ
せ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

（２８
）

士
口
田
晶

「稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
に
関
す
る

一
考
察
」
（前
掲
）
、
吉
村
武
彦

「倭
国
と
大
和
王
権
」
（前
掲
）
。

（２９
）

な
お

『書
紀
』
垂
仁
二
七
年
八
月
条
に
も

「
祠
官
」
が
見
え
る
。

（３０
）

稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
の

「杖
刀
人
」
や
江
田
船
山
古
墳
出
土
鉄
刀
の

「
典

曹
人
」
が
機
関
名
を
記
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
た
め
で
は
な
い
か
。

（３‐
）

伊
藤
循

「
国
家
形
成
史
研
究
の
軌
跡
―
日
本
古
代
国
家
論
の
現
状
と
課
題
―
」

亀
歴
史
評
論
』
五
四
六
、　
一
九
九
五
年
）
。

（３２
）

士
口
田
晶

『倭
王
権
の
時
代
』

（前
掲
）

一
八
九
ペ
ー
ジ
。

（３３
）

前
之
園
亮

一

「
ウ
ヂ
と
カ
バ
ネ
」
（大
林
太
良
編

『日
本
の
古
代
』
ｎ

『
ウ
ヂ

と
イ

エ
』
、
中
央
公
論
社
、　
一
九
八
七
年
Ｙ

「
宋
書
南
斉
書

。
名
代

・
猪
膏
か
ら

見
た
氏
姓
成
立
と
盟
神
探
湯
」
（前
掲
）
、
吉
村
武
彦

「
六
世
紀
に
お
け
る
氏

・
姓

制
の
研
究
」
（前
掲
）。

（３４
）

坂
元
義
種

「
五
世
紀
の
∧
百
済
大
王
∨
と
そ
の
王

・
侯
」
『古
代
東
ア
ジ
ア
の

日
本
と
朝
鮮
』
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
八
年
）
。

（３５
）

川
口
勝
康
氏
は

「瑞
刃
刀
と
大
王
号
の
成
立
」
（井
上
光
貞
博
士
還
暦
記
念
会

『古
代
史
論
叢
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
七
八
年
）
に
お
い
て
、
珍
が
反
正

で
あ
る
こ
と
を
説

い
て
い
る
が
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（３６
）

黛
弘
道
氏
は

「
允
恭
天
皇
の
盟
神
探
湯
」
亀
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
八
八
、

一
九
九
六
年
Ｙ

「允
恭
朝
に
関
す
る
考
察
」
翁
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』

四
四
、　
一
九
九
八
年
）
に
お
い
て
、
人
名
表
記
に

「
○
○
祖
」
と
す
る
段
階
は
ウ

ヂ
名
が
未
成
立
で
あ
る
が
、
允
恭
朝
か
ら
は
そ
の
記
載
が
少
な
く
な
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
允
恭
朝
の
盟
神
探
湯
記
事
と
を
結
び

つ
け
て
、
ウ
ヂ
名
は
允
恭
朝
に
皇

別

・
神
別
氏
族
か
ら
始
ま
り
、
次

い
で
雄
略
朝
か
ら
諸
蕃

へ
広
が

っ
た
と
説
い
て

い
る
。

（３７
）

黛
弘
道

「允
恭
天
皇

の
盟
神
探
湯
∵

「
允
恭
朝
に
関
す
る
考
察
」
（と
も
に
前

掲
）
。

（３８
）

『書
紀
』
履
中
三
年

一
一
月
条
。

（３９
）

津
田
左
右
吉

「
上
代
の
部
の
研
究
」
亀
日
本
上
代
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
、　
一

九
四
七
年
）
、
直
木
孝
次
郎

「物
部
連
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」
島
日
本
書
紀

研
究
』

二
、　
一
九
六
六
年
）
、
本
位
田
菊
士

「物
部
氏

・
物
部
の
基
盤
に
つ
い
て

の
試
論
」
亀
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
七

一
、　
一
九
七
六
年
）。
な
お
、
直
木
氏
は
部
民
制

の
導
入
時
期
を
五
世
紀
中
葉
こ
ろ
と
み
て
い
た
た
め
、
物
部
姓
の
成
立
も
そ
の
頃

と
考
え
て
い
た
。

（
４０
）

平
野
邦
雄

『大
化
前
代
社
会
組
織
の
研
究
』

釜
口
川
弘
文
館
、　
一
九
六
九
年
）

七
五
ペ
ー
ジ
、　
一
〇
二
ペ
ー
ジ
。

（４‐
）

篠
川
賢
氏
も

『物
部
氏
の
研
究
』

（雄
山
閣
、
二
〇
〇
九
年
）
三
六
ベ
ー
ジ
に

お
い
て
物
部
の
設
置
を
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
は
じ
め
に
と
ら
え
る
。

（４２
）

平
野
邦
雄

『大
化
前
代
社
会
組
織
の
研
究
』

（前
掲
）

一
九
ペ
ー
ジ
。

（４３
）

『古
事
記
』
も
名
代
と
し
て
刑
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。

（４４
）

神
亀
五
年
山
背
国
愛
宕
郡
雲
上

・
雲
下
里
計
帳

（
『大
日
本
古
文
書
』
第

一
巻

三
三
三
ベ
ー
ジ
～
。
以
下
単
に
巻
数
と
ペ
ー
ジ
数
の
み
を
掲
げ
る
）
、
大
宝
二
年

御
野
国
本
費
郡
栗
栖
太
里
戸
籍

（
一
―
二
四
～
）
。
こ
の
他
養
老
五
年
下
総
国
葛

飾
郡
大
嶋
郷
戸
籍

（
一
―
二

一
九
～
）
や
天
平

一
一
年
出
雲
国
大
税
賑
給
歴
名
帳

含
一―
二
〇

一
～
）
か
ら
も
当
該
地
方
に
集
中
的
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

（４５
）

も

つ
と
も

『古
事
記
』
に
藤
原
部
の
設
置
記
事
は
み
え
な
い
。

（４６
）

養
老
五
年
下
総
国
倉
麻
郡
意
布
郷
戸
籍

（
一
―
二
九
二
～
三
〇

一
）。

（４７
）

軽
部
を
狩
猟
に
出
来
す
る
と
み
る
見
解
も
あ
る

（菅
野
雅
雄

「軽
部
と
そ
の
伝
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承
」
『古
事
記
系
譜
の
研
究
』
桜
楓
社
、　
一
九
七
〇
年
）
が
、
名
代
と
さ
れ
て
い

る
以
上
、
宮
処
に
出
来
し
た
と
考
え
ら
れ

（狩
野
久

「部
民
制
再
考
」
『日
本
古

代
の
国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
〇
年
）
、
ま
た
、
部
民
の
廃
止

が
孝
徳
朝
に
提
唱
さ
れ
て
い
る
こ
と

（鎌
田
元

一
「
七
世
紀
の
日
本
列
島
∵

「
部
」
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
察
」
と
も
に

『律
令
公
民
制
の
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
〇

一
年
）
か
ら
し
て
、
允
恭
の
子
供
以
外
に
候
補
者
が
見
あ
た
ら
な
い
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（４８
）

後
述
す
る
よ
う
に
狩
野
久
氏
は

「部
民
制
再
考
」
（前
掲
）
に
お
い
て
、
部
民

制
の
開
始
を
五
世
紀
前
半
の
こ
と
と
と
ら
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
段
階
の
も
の

は
部
民
制
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
六
世
紀
に
部
民
制
が
展
開

さ
れ
る
と
と
も
に
こ
の
初
期
の

「部
」
が
部
民
制
に
そ
の
ま
ま
移
行
し
て
い
っ
た

も
の
と
考
え
る
。

（４９
）

吉
村
武
彦

「倭
国
と
大
和
王
権
」
（前
掲
）。

（５０
）

津
田
左
右
吉

『日
本
上
代
史
の
研
究
』
亀
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波

書
店
、　
一
九
六
三
年
）
三
五
ベ
ー
ジ
。

（５‐
）

平
野
邦
雄

『大
化
前
代
社
会
組
織
の
研
究
』
（前
掲
）
七
五
ペ
ー
ジ
。

（５２
）

こ
れ
と
同
様
の
記
事
が

『北
史
』
巻
九
十
四
、
列
伝
八
十
二
、
百
済
に
も
見
え

て
お
り
、
「各
有
部
司
、
分
掌
衆
務
。
内
官
有
前
内
部
、
穀
内
部
、
内
掠
部
、
外

掠
部
、
馬
部
、
刀
部
、
功
徳
部
、
薬
部
、
本
部
、
法
部
、
後
宮
部
。
外
官
有
司
軍

部
、
司
徒
部
、
司
寇
部
、
点
口
部
、
客
部
、
外
舎
部
、
綱
部
、
日
官
部
、
市
部
。
」

と
し
、
続
け
て

「都
下
有
万
家
、
分
為
五
部
。
日
上
部
、
前
部
、
中
部
、
下
部
、

後
部
。
部
有
五
巷
、
士
庶
居
焉
。
」
と
あ
る
。

（５３
）

今
西
龍

「百
済
五
方
五
部
考
」
亀
百
済
史
研
究
』
近
沢
書
店
、　
一
九
三
四
年
）。

（５４
）

池
内
宏

「高
句
麗
の
五
族
及
び
五
部
」
亀
満
鮮
史
研
究
』
祖
国
社
、　
一
九
五

一

年
）。

（５５
）

平
野
邦
雄

『大
化
前
代
社
会
組
織
の
研
究
』
（前
掲
）
七
五
ペ
ー
ジ
。

（５６
）

五
世
紀
に
お
け
る
須
恵
器
の
生
産
状
況
を
考
え
る
と
、
こ
こ
に
み
え
る

「陶
部

高
貴
」
に
問
題
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（５７
）

津
田
左
右
吉

『日
本
上
代
史
の
研
究
』
（前
掲
）
三
五
ペ
ー
ジ
。

（５８
）

こ
の
点
、
魏
の
制
度
が
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
少
し
ず

つ
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考

え
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
魏
と
の
通
交
は
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
当
時
の

漢
字
の
習
熟
度
か
ら
し
て
疑
間
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
倭
の
五
王
の
遣
使
以
降
が

問
題
と
な
る
と
考
え
る
。

（５９
）

こ
の
初
期
の

「部
」
の
制
の
展
開
を
背
後
か
ら
支
え
た
の
が
渡
来
者
で
あ
ろ
う
。

熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
鉄
刀
に

「書
者
張
安
也
」
と
見
え
る
が
、
吉
田
晶

氏
は
、
２

）
江
田
船
山
古
墳
か
ら
朝
鮮

。
中
国
の
優
品
が
出
土
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
作
刀
を
命
じ
た
元
利
三
は
当
地
方
の
有
力
者
で
あ
り
、
朝
鮮
半
島
と
積
極

的
な
交
流
を
独
自
に
展
開
し
て
い
た
が
、
含
こ

そ
の
こ
と
を
通
し
て
倭
王
権
と

緊
密
な
関
係
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
「典
曹
人
」
に
任
じ
ら
れ
た
と
し
、
Ｔ
こ

そ

の
元
利
三
の
た
め
に

「新
来
の
渡
来
人
で
あ
る

「張
安
」
が
銘
文
を
書

い
て
い

る
」
と
こ
ろ
に
元
利
三
の
宮
廷
で
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
、
と
説

い
て
い
る

名
倭
王
権
の
時
代
』
前
掲
、　
三
ハ
九
ベ
ー
ジ
）
。
熊
本
の
地
に

「張
安
」
の
よ
う

な
人
物
が
来
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
「張
安
」
は
そ
の
名
前
の
あ
り
方
か
ら

し
て
中
国
か
ら
直
接
、
あ
る
い
は
百
済
を
経
由
し
て
き
た
中
国
人
で
あ
り
、
宋

ヘ

の
遣
使
に
よ

っ
て
導
入
さ
れ
た

「
部
」
の
制
度
を
彼
ら
の
知
識
を
加
味
し
て
展
開

し
て
い
っ
た
可
能
性
が
高

い
の
で
あ
る
。

（６０
）

狩
野
久

「
部
民
制
再
考
」
（前
掲
）
。

（６‐
）

ぁ
る
い
は
こ
れ
ら
も
大
局
的
に
は

「官
」
と
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
系
統

を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
３

（６２
）

江
田
船
山
古
墳
出
土
の
鉄
刀
の
冒
頭
に

「台
天
下
獲
□
□
□
歯
大
王
」
の
語
が

み
え
る

（東
京
国
立
博
物
館

『江
田
船
山
古
墳
出
土
　
国
宝
銀
象
嵌
銘
大
刀
』
前

掲
）
が
、
「獲
□
□
□
歯
大
王
」
は
雄
略
を
指
す
。

（６３
）

こ
の
点
、
『書
紀
』
履
中
六
年
正
月
条
に
は

「
始
建
二
蔵
職
・。
因
定
三
蔵
部
」
」

と
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の

「
職
」
に

「
部
」
と
さ
れ
た
者
が
出
向

い
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

『書
紀
』
履
中
六
年
正
月
条
の
記
事
自
体
は
ど
こ
ま
で
信

を
お
け
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
機
関
に
部
と
さ
れ
た
者
が
出
向

い
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
れ
は

「部
」
と
さ
れ
た
機
関
に
も
通
じ
る
こ
と
で
あ
る
。

（６４
）

『書
紀
』
雄
略

一
〇
年
九
月
条
。
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（６５
）

『書
紀
』
雄
略

一
一
年

一
〇
月
条
。
な
お
、
こ
の

「養
鳥
人
」
は
よ
り
漢
字
に

慣
れ
親
し
ん
だ
段
階
の
産
物
で
は
な
い
か
。
八
世
紀
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
「鳥

取
」
亀
大
日
本
古
文
書
』
三
―
五
五
八
な
ど
）
。
「鳥
取
部
」
禽
大
日
本
古
文
書
』

二
―
二
四
二
な
ど
）
。
「捕
鳥
部
」
∩
書
紀
』
用
明
二
年
七
月
条
）、
「鳥
部
」
亀
大

日
本
古
文
書
』
五
―
一
〓
一九
な
ど
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
動
作
が
付

さ
れ
る
の
は
鳥
部
に
分
化
が
起
き
た
段
階
の
産
物
と
考
え
ら
れ
、
も
と
は
職
掌
の

根
幹
の
み
の

「鳥
」
に

「人
」
で
事
足
り
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

（６６
）

な
お
、
刑
部
は
表
４
の
よ
う
に

「新
撰
姓
氏
録
』
に
右
京
諸
蕃
と
さ
れ
て
い
る

が
、
山
背
、
御
野
、
下
総
の
刑
部
に
通
じ
る
か
は
、
表
４
に
あ
る
よ
う
に
物
部
が

皇
別
、
神
別
に
そ
れ
ぞ
れ
配
さ
れ
て
い
る
例
な
ど
も
参
考
と
す
る
な
ら
ば
、
疑
問

で
あ
る
。

（６７
）

ま
だ
こ
の
段
階
に
は
、
資
養
者
ま
で
含
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
を
含
む
よ
う
に
な
る
の
は
百
済
の
内
官
十
二
部
制
の
影
響
を
受
け
た
後
世
の

部
民
制
の
段
階
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

人 文 自 然 論 叢 63

―- 26 -―[一九]


